
令和５年度事業計画

（令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで）

１ 基本方針

本県の沿岸の重要な漁業資源は、従来から卓越年級群や来遊資源に頼るところが大き

く、不安定な状態となっています。また、比較的安定していると言われる定着性の沿岸

資源においても減少が見られ、その底上げを図り、安定した生産をあげることが課題と

なっております。この対策の一環として栽培漁業が大きく期待されており、徐々にその

成果が発現しているところであります。

当協会においては、栽培漁業の一層の推進を図るため、茨城県栽培漁業基本計画（令

和4～令和8年度）に基づき、量産レベルにおける種苗生産・放流に関する一連の技術開

発に努め、種苗の大量生産・放流を実施し、引き続き放流効果の実証と事業の定着化を

図るとともに、栽培漁業で培った種苗生産技術を活かし、養殖用種苗の生産など養殖業

の振興に寄与する取り組みを進めて参ります。また、茨城県栽培漁業センターを訪れる

県民等に対し、栽培漁業の普及啓発に努めるとともに、漁業者等が行う種苗放流や移植

放流等への指導を担って参ります。

２ 事業内容

(1) ヒラメ栽培漁業事業

漁業者の負担金のほか、県の補助金の交付を受け、ヒラメの種苗生産を行い放流す

るとともに、放流効果を把握するため、市場調査を引き続き実施します。

① 種苗生産・放流

１００ｍｍサイズまでのヒラメの種苗を次表を目安に生産し、関係漁協の協力を

得て、それぞれの地先海面に放流します。

魚 種 名 生産目標数量 放流目標数量 放 流 先 な ど

北茨城市から神栖市地先海面

ヒ ラ メ １００ｍｍ １００ｍｍ 具体的な放流場所及び量

８５万尾 ８５万尾 は、栽培漁業推進協議会

で協議決定する。

② 放流効果把握調査

ヒラメの放流効果を把握するため、県内各産地市場の卸売り業務を行っている漁

協等に委託して、漁業種類毎に漁獲されるヒラメの全長測定と混入されている体色

異常魚の尾数等の状況を調査します。



(2) 水産種苗生産技術開発及び放流指導事業

① 放流用種苗生産事業（アワビ）

県の委託を受けて、アワビ種苗を次表を目安に生産し、県の指示により配付しま

す。

魚 種 名 種苗サイズ 生産目標数量 配付先など

（配付数量）

ア ワ ビ ３５ｍｍ ２４万個 沿海漁協等

② 配付用種苗生産事業（アユ）

県の委託を受けて、アユ種苗を次表を目安に、閉鎖循環システムを構築して生産

し、県の指示により配付します。

魚 種 名 種苗サイズ 生産目標数量 備 考

ア ユ ７０ｍｍ ５万尾 中間育成、親魚養成、採

卵、種苗生産試験を実施

③ 種苗量産技術開発事業（鹿島灘はまぐり）

県の委託を受けて、次表を生産規模とする鹿島灘はまぐりの種苗量産技術開発と

大型種苗生産技術開発、及び標識手法の確立を目的とした茶色貝の生産技術開発を

行います。

魚 種 名 技術開発規模 備 考

鹿島灘はまぐり ２ｍｍ ３００万個 貝殻色が茶色の親貝を用い

５ｍｍ ５万個 た種苗生産を実施

④ 種苗量産技術開発事業（マコガレイ）

県の委託を受けて、次表を生産規模とするマコガレイの種苗量産技術開発を行い

ます。

魚 種 名 技術開発規模 備 考

マコガレイ ５０ｍｍ １５万尾 安定的に50mmサイズを生産

する飼育試験を実施



⑤ 新規種苗生産基礎技術開発事業（ホシガレイ）

県の委託を受けて、次表を生産規模とするホシガレイの種苗生産基礎技術開発を

行います。

魚 種 名 技術開発規模 備 考

ホシガレイ ５０ｍｍ ５万尾 受精卵を導入し、種苗の安

定生産を行う試験を実施

⑥ 新規種苗生産基礎技術開発事業（ウニ類）

県の委託を受けて、次表を生産規模とするウニ類の種苗生産基礎技術開発を行い

ます。

魚 種 名 技術開発規模 備 考

ウニ類 １０ｍｍ ５万個 人工採卵による種苗の安定

生産を行う試験を実施

⑦ 放流指導事業

県の委託を受けて、漁業者等が行う種苗放流に関して、試験研究機関と連携し、種

苗が活性を保ち放流効果がより高まるよう輸送時の管理や放流方法等について指導、

助言を行います。

(3) 栽培漁業センター保守管理事業

県の委託を受けて、茨城県栽培漁業センターの機械設備の定期点検、夜間・休日の

警備など施設・設備の維持管理を行うほか、展示施設を適切に管理します。

(4) 栽培漁業普及啓発事業

茨城のつくり育てる漁業の普及啓発を図るため、展示施設等の一般見学者の受け入

れのほか、次の事業を行います。

① 全国豊かな海づくり大会への参加

水産資源の維持培養と海の環境保全に対する国民の意識高揚等を図る第４２回全

国豊かな海づくり大会（令和5年9月17日、北海道厚岸町で開催）への参加を支援す

るため、同大会茨城県参加団に対し助成します。

② 機関誌の発行等普及事業の実施

・ 栽培漁業などつくり育てる漁業を推進するため、当協会の機関誌「茨城さいば

いだより」の発行及び栽培漁業啓発用パンフレットを作成するほか、ホームペー

ジ等により当協会の活動や茨城県栽培漁業センターの施設を紹介します。

・ （公社）全国豊かな海づくり推進協会発行の機関誌を関係団体に配布するとと



もに、関係中央団体の予算陳情活動等に参加します。

・ 茨城県漁業研究協議会や茨城県漁業士会に助成し、その活動を支援します。

(5) 養殖産業創出事業

① マサバ養殖技術開発試験

県の委託を受けて、マサバの養殖技術開発を行います。

魚 種 名 技術開発内容 備 考

マサバ 親魚養成、採卵、種苗生産、陸 仔稚魚期の共食い等による

上養殖、種苗輸送等 減耗防止技術を開発

② 養殖業相談

県の委託を受けて、養殖参入希望者からの技術相談に対応するほか、県の要請に

応じて企業誘致活動へ同行します。


